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2016年 6月 28日 

各 位 

会 社 名  三精テクノロジーズ株式会社 

代表者名  代表取締役社長    中川 実 

（コード番号 6357 東証 2部） 

                     問合せ先  専 務 執 行 役 員   

管理本部長   遠山 雅夫 

（TEL 06－6393－5621） 

 

 

新中期経営計画について 

 

 

 2016年 6月 28日開催の取締役会において、前中期経営計画を総括し、2017年 3月期を初年度

とする 3ヵ年の新中期経営計画を決定しましたのでお知らせいたします。 

 

1. 前中期経営計画の総括(2014年 3月期～2016年 3月期：3カ年) 

 

 前中期経営計画では、『「世界の三精ブランド」を確立する』というビジョンを掲げ、テルミック社・

S&S社を加えたグループ力を結集することで、堅実かつグローバルに成長することを目指してまい

りました。 

 この結果、最終年度である 2016 年 3 月期の業績は、売上・利益共に、計画を上回り、中期経営

計画スタート前の 2013年 3月期と比べますと、売上高で 1.6倍、営業利益で 2.3倍に伸ばすこと

ができました。 

 

・業績計画の達成状況 

（単位：百万円） 

  前中期経営計画期間   

 

2013年 

3月期 

（実績） 

2014年 

3月期 

（実績） 

2015年 

3月期 

（実績） 

2016年 

3月期 

（実績） 

前中計 

計画 

前中計 

計画比 

売上高 14,912 20,805 24,479 23,990 22,000 ＋ 1,990 

営業利益 907 821 1,653 2,082 2,000 ＋ 82 

（同利益率） (6.1%) (3.9%) (6.8%) (8.7%) (9.1%)   

経常利益 1,151 1,000 1,886 2,224 2,050 ＋ 174 

（同利益率） (7.7%) (4.8%) (7.7%) (9.3%) (9.3%)   

当期純利益 515 599 1,059 1,291 1,000 ＋ 291 

（同利益率） (3.5%) (2.9%) (4.3%) (5.4%) (4.5%)   
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2. 新中期経営計画について(2017年 3月期～2019年 3月期：3カ年) 

 

 ～ユニークなグローバル・ニッチ・カンパニーを目指して～ 

 

 当社グループは、舞台設備・遊戯機械・昇降機の開発・設計・製造・据付・メンテナンスを行って

いますが、それぞれがニッチな事業分野において他社に勝る長い業歴と経験・知見を有しており

ます。 

 新中期経営計画では、この強みを生かしながら、新たな市場開拓や製品開発に取り組み、世界

的にも一段と存在感を高め、「ユニークなグローバル・ニッチ・カンパニー」を目指してまいります。 

 

(1) 基本方針 

 

◇舞台設備・遊戯機械・昇降機の 3事業をコアに、海外展開に一段と注力すると共に、 

 事業提携やM&Aも視野に入れ、新たな事業や顧客の開拓に取り組んでまいります。 

 

◇グループ各社が持つ豊かな経験と技術力を生かしながら、様々なイノベーション技術 

 も取り込み、競合他社を圧倒するような、高品質かつ魅力的で独自性の高い製品開発 

 に取り組んでまいります。 

 

(2) 業績計画 

2019年 3月期の連結業績計画は以下のとおりです。 

 

売上高  27,000百万円   経常利益 2,700百万円 

 

経常利益率 10%   ROE 6% 

 

以上 


